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学校教育目標
【正しく判断し ねばり強く実践する 心豊かでたくましい生徒の育成】

開かれた学校 ゆたかな心 確かな学力
○情報を積極的に発信する。 ○きめ細かな生徒指導に心がけ ○ ICT を活用するなどして指
○保護者との信頼関係をさら るとともに全教職員が取り組 導方法の工夫改善を図り、
に強化する。 むことで、校内体制のさらな 基礎学力の充実に努める。

○地域から信頼される学校づ る充実を図る。 ○生徒一人一人を大切にした、
くりにつとめる。 ○あらゆる機会をとらえ、自ら 子に応じた指導を行う。

考える力や、相手を思いやる ○粘り強く、主体的に学ぶ姿
心を育てる。 勢を育てる。

○授業参観日を年間３回程度 ○教育相談の機会を学期ごと ○教員が研修に励むとともに、
設け保護者の来校を促す。 に設け生徒理解を図る。 外部講師を迎えての研修を

○学級、学年便り、保健便り ○道徳教育推進教師を中心と 行いスキルアップを図る。
等、各種通信を発行し、積 して道徳教育の全体計画と ○少人数指導（２年生数学）
極的に学校の活動を地域や 年間計画を作成し実行する を実施し、基礎学力の充実
保護者に知らせる。 また副読本等を効果的に活 を図る。
○生徒指導面で支援が必要 用する。 ○定期的な放課後補習、長期
な生徒の状況について家 ○すべての教育活動を通して 休業中の特別教室を実施す
庭連絡と保護者、関係機 人権同和学習への積極的な る。
関との連携を密にする。 取り組みを行う。 ○特別支援教育に関する校

○校区内の巡視と校区内の小 内研修を実施するととも
学 校との連携、情報交換 に、通常学級に在籍する
を積極 的に行う。 支援を必要とする生徒の

個別の指導計画を作成す
る。

○ホームページの充実を図 ○生徒の情報交換や共有を行 ○教員の授業改善に向け、現
る。 いある程度の成果はあったが 職教育、教員相互の授業公
○きめ細かい対応を行ったが 問題行動の根絶には至らなか 開など研修を行った。
特に１年生の不登校生 徒 った。 ○共同学習及び少人数指導に
の減少にはいたらなかった ○外部講師による特設授業の実 より授業に参加できる生徒

○校区内４小中学管理職協議 施に取り組むことができた。 が増えた。
会を 開催し連携を行えた。 ○支援学校等と積極的に交流を ○普通学級で個別の指導計画

行い、障害者問題に取り組む により支援の必要な生徒へ
事ができた。 の対応ができた。

○学習の手引きを配付し、学
習への意識向上を図った。。

○保護者、地域向けに「学校 ○保護者、地域、外部機関の協 ○補充学習の充実を図る。
便り」等による情報発信を 力を得ながら、実態に則した ○共同学習を進め、学力の向
行う。 取組を行う。また問題行動に 上を目指す。

○校区内４小学校との学力向 対しては外部機関との連携を ○「学び合いの授業」をめざ
上に関する連携を図る。 積極的に行う。 し、教員の授業力の向上を

○保護者、地域、外部機関の ○外部講師の活用、他校種との 図る。
協力を得ながら、きめ細か 交流、連係に努める。 ○国語力の向上を図る。
い取組を行う。

その他学校運営についての課題や計画

○生徒理解に努め、生徒指導面における諸課題解決に向けた努力を行う。

○地域の人々や保護者に学校教育への理解と協力を求めるとともに関係機関との連携に努める。

○基礎学力の充実を図るため、教員の授業力向上を図る。

○夏季補習、朝学、放課後補習などを充実させ基礎学力の定着を図る。

○「学び合いの授業」を継続して行い、読解力、書く力、表現力、思考力等の向上を図る。
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